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本
銀
行
は
今
年
９
月
21
日
の

金
融
政
策
決
定
会
合
で
、
量

か
ら
金
利
を
柱
と
す
る
、
新

た
な
金
融
政
策
の
枠
組
み
（
長
短
金
利

操
作
付
き
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
）
を

導
入
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。「
異
次
元

緩
和
（
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
）」
政

策
か
ら
の
事
実
上
の
転
換
で
あ
る
。
当

面
は
、
短
期
金
利
は
マ
イ
ナ
ス
０
・
１

％
、
長
期
金
利
は
誘
導
目
標
の
０
％
に

従
う
よ
う
、
長
期
国
債
の
買
い
入
れ
を

柔
軟
化
す
る
方
針
だ
。

　
こ
の
転
換
は
、
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス

目
標
で
デ
フ
レ
脱
却
を
図
る
壮
大
な
実

験
が
失
敗
し
、
い
わ
ゆ
る
「
岩
田
・
翁

論
争
」
は
後
者
に
軍
配
が
上
が
っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
１
９
９
０
年
代
前
半

に
、
当
時
、
上
智
大
学
教
授
だ
っ
た
岩

田
規
久
男
・
日
銀
副
総
裁
が
、「
日
銀
が

マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
を
増
や
せ
ば
マ
ネ

ー
ス
ト
ッ
ク
も
増
加
し
、
イ
ン
フ
レ
圧

力
を
高
め
る
こ
と
が
可
能
」
と
し
た
の

に
対
し
て
、
日
銀
調
査
統
計
局
企
画
調

査
課
長
（
当
時
）
で
あ
っ
た
翁
邦
雄
氏

（
現
在
は
京
都
大
学
教
授
）
が
そ
ん
な

に
単
純
な
関
係
で
は
な
い
と
反
論
し
た
。

　
異
次
元
緩
和
の
ツ
ケ
は
大
き
い
。
実

際
、
日
銀
の
損
失
が
急
拡
大
し
て
い
る
。

そ
の
代
表
的
な
事
例
が
、
日
銀
が
「
オ

ー
バ
ー
・
パ
ー
」（
額
面
を
上
回
る
価

格
）
で
長
期
国
債
を
購
入
す
る
こ
と
に

よ
る
損
失
だ
。
日
銀
が
額
面
１
０
０
円

の
国
債
を
市
場
か
ら
１
０
１
円
で
購
入

し
、
償
還
満
期
ま
で
保
有
す
る
と
、
１

０
０
円
し
か
償
還
さ
れ
な
い
の
で
１
円

損
を
す
る
。
実
際
、
日
銀
が
抱
え
る
長

期
国
債
に
関
す
る
損
失
は
、
公
表
資
料

を
基
に
８
月
末
時
点
で
算
出
す
る
と
、

約
８
・
８
兆
円
に
上
る
。

　
１
０
０
円
の
額
面
に
相
当
す
る
長
期

国
債
の
総
額
は
、「
日
本
銀
行
が
保
有
す

る
国
債
の
銘
柄
別
残
高
」
よ
り
約
３
３

０
・
７
兆
円
。
１
０
１
円
に
相
当
す
る

長
期
国
債
（
均
等
償
却
後
の
取
得
価

格
）
の
総
額
は
、
日
銀
の
「
営
業
毎
旬

報
告
」
に
よ
れ
ば
約
３
３
９
・
５
兆
円

と
い
う
。
差
し
引
き
す
れ
ば
、
約
８
・

８
兆
円
の
損
失
を
出
し
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
日
銀
の
自
己
資
本
（
＝
引
当
金

勘
定
＋
資
本
金
＋
準
備
金
）
の
約
７
・

６
兆
円
を
す
で
に
上
回
っ
て
い
る
。

　
政
府
・
日
銀
は
、
国
債
の
償
還
や
売

却
に
伴
う
損
失
な
ど
に
備
え
、
債
券
取

引
損
失
引
当
金
の
拡
充
を
進
め
て
い
る

が
、
追
い
付
い
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

日
銀
に
よ
る
〝
壮
大
な
実
験
〟
は
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
よ
り
も
、
そ
の
ツ
ケ
の
方
が

大
き
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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